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会社説明会
会社概要と働き方



1. 鳥獣対策・自然環境保全
2. 会社概要
3. ビジネスモデル
4. 求められるスキル
5. この会社での働き方
6. 質疑応答
7. 最後に

内容
質疑応答を含めて45分程

度になります。



鳥獣害を減らすには
何をすればいいんだろう？

鳥獣被害対策



鳥獣被害対策

農林水産省HPより引用



会社概要 –沿革－

2014年 ・株式会社 Foresters PROとして法人登記
・地方自治体の公共事業の受注に着手

2015年 ・地方自治体から公共事業としてのニホンジカの捕獲/調査事業
の受注開始

・環境省 認定鳥獣捕獲等事業者 登録
2017年 ・秩父事務所設立
2018年 ・ニホンザルの1群れを根絶
2019年 ・コンサルティング事業開始
2020年 ・ニホンザルの1群れを根絶
2021年 ・ニホンジカの生体捕獲を実施
2022年 ・相模原事務所設立

・青梅事務所設立
・ニホンライチョウ関連事業開始

2023年 ・那須塩原事務所設立



会社概要 –受注実績（銃器捕獲）–

埼玉県高標高シカ捕獲

東京都高標高シカ捕獲

水道水源林シカ捕獲

東京都水道水源林ニホンジカ捕獲促進事業

山梨県捕獲困難地域におけるニホンジカ試行捕獲

神奈川県捕獲困難域ニホンジカ管理捕獲

丹沢山地シカ個体数調整

国立公園特別保護地域シカ捕獲

サル特定群の根絶を目的とした捕獲

サル特定加害個体の捕獲

サル個体数調整

サルGPS首輪装着（麻酔銃）

造林地被害対策シカ捕獲

島嶼部の外来生物（キョン）の根絶に向けた捕獲



会社概要 –受注実績（銃器捕獲）－



会社概要 –受注実績（わな捕獲）－

東京都分布拡大地域わな捕獲

神奈川県分布拡大地域わな捕獲

北関東分布拡大地域わな捕獲

足くくりわなによる有害鳥獣捕獲

ICTを利用した足くくりわなでのニホンジカ捕獲

ICTを利用した足くくりわなでのイノシシ捕獲

根絶を目指した足くくりわなでのイノシシ捕獲

農地周辺の箱わなでのイノシシ捕獲

ICTを利用した大型囲いわなの技術開発

シカの生体捕獲とGPS首輪装着・追跡調査



会社概要 –受注実績（わな捕獲）－



会社概要 –受注実績（調査等）－

東京都分布拡大・捕獲困難地域でのシカの管理方針検討
希少野生生物（ライチョウ及び高山帯植物）保護管理対策業務
サルの生態・被害調査
農地周辺へ出没するツキノワグマ・獣類の実態調査
ツキノワグマ生態調査
世界遺産地域へ進出しつつあるシカの生態調査
階層ベイズ法を用いたイノシシの個体数推定調査と対策検討
階層ベイズ法を用いたシカの生息密度の時系列解析とGPS首輪追跡のGIS解析
糞塊法によるニホンジカの生息調査
地域ぐるみ獣害対策推進事業のコンサルティング
造林地におけるシカの被害対策評価コンサルティング
島嶼部の外来生物（シカ）の根絶に向けた捕獲方法コンサルティング
鳥獣被害対策実施隊の活動状況評価
市街地及び農地へのイノシシ出没状況調査
県職員に向けたわな捕獲研修会講師



会社概要 –受注実績（調査等）–



会社概要 –受注実績（政策決定支援等）–



会社概要 –業務実績（ツキノワグマ対応）–



ビジネスモデル

当社が請け負うほぼ全ての業務は
入札で決まっている。

鳥獣の保護管理は公益的な目的

公共事業として行政機関から発注される



入札制度とは

応札企業・金額が伏せられた状態で入札し
一斉に開札される。

国及び地方公共団体が公共工事や業務委託を発注する際に、
公正に業者選定をするための制度です。
官公庁における発注の財源は、税金により賄われており最も
安い業者を選定することが原則となります。
複数業者から入札書を提出させ、最も安い金額を提示した業
者が契約相手となります。
この入札書の提出手続きは厳正に行われ、業者同士で金額調
整が行われないようにされます。



競争入札参加資格

公共事業の受注には高い事務能力が必要



成果契約・努力量契約

期間
人日数

捕獲頭数
作業方法

提出物

成果契約 努力量契約

決まっている
自由。捕れれ
ば構わない

決まっている
概略のみ決
まっている

決まっている

捕獲頭数に達しない場合

減算

期間
人日数
捕獲頭数

作業方法

提出物

決まっている
決まっている
目標に達しな
くても可

細い手順まで
指定される

決まっている

指定日数に達しない場合

減算



成果契約・努力量契約

成果契約 努力量契約

技術を上げる 職員を安く雇う

受託するためには・・・

長期安定雇用と技術の研鑽
捕獲方法の開発

アルバイトや非常勤職員を効率よく
調達するプラットフォームの運営

やそれができる人材の調達

あまり興味がない会社の方針！



会社の特徴

徹底した教育と訓練、資機材の投入

人を育て、安さではなく質を求める方針



具体的に必要な能力

求められる人材・スキル（入社～3年目までの目標）

射撃

高度な知識

安全

報連相

時間管理

チームワーク 一人で業務をこなすことはできない。職員同士で
サポートしあいながら作業する必要がある。

出張中は明確な出勤退勤はないので自己管理。
振られた作業の時間配分、日毎の作業の出勤時刻を逆算。

各種法令、生物全般、登山技術、捕獲技術、鳥獣の
管理方法など、幅広い知識が求められる。

報告：任された作業の進捗を報告
連絡：必要な情報を関係者に連絡
相談：判断に迷うときや分からないときに相談

クレー平均20点、射獲率90％以上
（そのために年間の練習代が支給されています）

自分だけでなく同行者やチーム全体にも気を配り
事故無く現場作業を遂行できる。



事故を起こさないために

練習・ミーティング、
装備品類を十分に



業務内容

銃器捕獲

わな捕獲

生体捕獲

調査

解析

日報作成

報告書作成

関係機関との調整

捕獲業務（現場）が6割程度
約150日

事務作業（内勤）が2.5割程度
約60日

残る1.5割は研修や有給



会社概要 –1年の流れ－

健康診断・射撃練習・入札参加資格申請書類作成・
有給・落札した業務の開始準備・その他雑務

現場で捕獲・日報類作成

報告書作成と提出・貸与物品の返却・有給・その他雑務

４月

５月
６月
７月
８月
９月

１０月
１１月
１２月
１月
２月

３月



会社の現状 FPROの強み

業務の効率化と変化の速度感

銃器捕獲が得意

調査・統計学的解析

野生鳥獣の対策方針の政策決定補助

手当と装備品が潤沢

全員が長期雇用の職員



今後の展望 ～鳥獣対策の基盤を作り、人が豊かに暮らせる社会を作る～

会社として拡大したい業務 会社内の体制整備

分布拡大地域での捕獲

捕獲困難地域での捕獲

希少種の保全と捕食者対策

外来種対策

生体捕獲

ツキノワグマの放獣・対策

ドローンを活用した捕獲・調査

人材の育成

技術開発

より働きやすい環境の整備

出張なし職員制度の創設



募集要項

募集要項



募集要項（待遇）未経験者を想定して待遇を設定

そもそも始まったばかりの新しい業界。経験者の前例がない。

【職種】

大型獣類を主な対象とした捕獲・調査員の正社員

【給与】
大学新卒：月給220,000円 大学院（修士）新卒：月給225,000円
博士号取得新卒：260,000円程度 獣医師新卒：260,000円
初任給年収＝上記月給×12＋（業績が好調なら）賞与（1.2カ月分）＋残業代（月5時間程度）

≒310万円～360万円程度（2023年度修士卒実績350万円程度）
30歳時点で年収400万円ほどを目標。
（中途採用も上記に準ずる）

【残業】
年間の合計で50時間程度

【有給】
実績として法定の1.1倍以上取得。



現場へ直行直帰のため居住地は神奈川県中央部～東京都西部に限定

会社の業務地と拠点・従業員住居地

週ごとに各拠点へ出張。※ほぼ毎週出張です！

決まった3-4か所の拠点をローテーション



会社の業務地と拠点・従業員住居地

東京

横浜

八王子

大磯

社用車を貸与し現場へ直行直帰、ガソリン代、高速道路代、メンテナンス料、
事故時の保険等を全て会社負担。その代わりに現場へ行くのに合理的な範囲に
居住していただきます。



待遇に関して Q & A

今までの説明会や面接でご質問いただいた内容

女性の雇用 Q 建前はともかく実際は女性は受付けていないですねよね？

A 性別は一切選考基準になりません。体力に自信がい場合は面接時
に具体的に相談させていただきます。

産休育休 Q 出産を機に仕事を辞めなければならくなりますか？

A 産休育休とその後の復職は法で定められた制度ですので取得でき
ないことはあり得ません。男女ともに当然産休育休を取得するもの
と考えています。

出張と有給 Q 有給は自由にとれますか？

A 残念ながら5月～2月は2名1組でほぼ毎週出張ですので業務に支障
が生じてしまいます（法に基づく別の期日の指定）。病気の場合は
休むしかありません。冠婚葬祭は100%休めます。



採用基準に関して

他の企業と違うかも知れない採用基準

学力・研究・課題発見力を重視

学業への取り組みを評価します。採用面接では、卒論の内容をお聞きします。面接担
当者も該当分野を浅く勉強してから面接に臨んでいます。

履歴書には学校（現職）で学んだ内容、社会的な課題だと感じている点を漏らさず書
いていただきたいです。

採用決定後も引き続き大学、専門学校の研究や勉強、現職で興味ある事に一生懸命取
り組んでいただきたいです（採用までに資格取得費の補助があります）。

野生動物や生物関連を専攻していなくても構いません。しっかりと課題に取り組んだ
経験が考える力となり野生動物問題の解決に役立ちます。



質問タイム ご質問をお願いします。

zoomの挙手ボタンを押していただくか、ご発言をお願いいたします。

・ご発言の前にミュートが解除されているかご確認ください
・参加者が多数の場合、挙手に気が付かない場合がありますのでご発言をお
願いします。

・ご質問は何回でも可能です



最後に

捕獲・鳥獣管理の専門会社

国内でも先例のない事業に挑戦する会社

ひとりひとりが会社と社会を支える必要不可欠な存在

各地の先進事例に関わることのできる環境

自己研鑽を歓迎し安定雇用、やや実力主義寄りの待遇

当社で一緒に働きましょう！
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